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T瀦稔、 Th総総、 Tc縮施、 memory申 Th総総、 NKT総線)
の各紙総数をilJ定した。各総総数の測定には、フロー
サイトメーターを用いた Three-coJor解析により行
った。{結果}白血球数、リンパ球数及びNK綴総数に
ついては、 トレ…ニング期間中、手rj，まな変動は認めら
れなかった。トレーニング開始前と比較して、 NKT
織総数は関始5ヶ丹後に、 T綴総数は開始12ヶ丹後に
有意に増加し、 19ヶ月後まで者意な増加を示したo
Th綴総数及びmemory-Th線総数は鰯始5、12ヶ丹後に
有意に増加を示した。 Tc線胞は開始12ヶ丹後まで
宥窓な変動は認められなかったが、 19ヶ月後にはト
レーニング開始前よりも者意な減少を示した。 Th/Tc
比は開始前よりも19ヶ丹後に有意に増加した。{考察}
T鍛胞は、一般に加鈴による絢線の退織によって減少
し、中でもTh線総の減少が主繋であると考えられて
いる。中高年者が継続的にトレーニングを行うことに
よって、す線総数、特にTh細胞数が増加する可能性が
示された。また、 NKT綿胞は、 Thl綴飽及びTh2線総
への分化誘導の鱗節機能を有する線総である。継続的
トレ…ニングによってNKT総総数が鎖箸に増加した
ことから、加密告に伴う免疫系の瀦節機総低下を抑制す
る可能性を示したと考えられる。【結論]19ヶ月間の
継続的トレーニングを行った中瀦年者のT綴総数、
NKT総総数は増加したことから、継続的なトレーニ
ングは加議舎に伴う免疫機能の紙下を抑制する可能性‘が
示唆されてた。
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